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(考察) 
 著者は、国立公園に指定されず拡大造林の結果、かつては荒地も広がっていた大峯奥駈道の「回
廊」区域は人工林によって囲まれるようになると、自然に対する信仰を重視していたUNESCO/ICOMOS
は、人工林を産業と切り離した「森林」として巡礼路と一体的に資産として捉え、そこに「信仰」
を関連づけて神聖性を評価したことを明らかにした。このようにして著者は、さまざまな政策が関
連して形成された対象地の景観が、世界遺産登録という国際的な評価においては、資産（巡礼路お
よび森林）と情報（信仰）が適切に関連づけられていなかったことを明らかにし、今後、資産と情
報を適切に関連づけたうえでの管理が求められるとしている。 
 著者は、「回廊」区域はじめ世界遺産としての吉野の保全管理において、林家たちのこれまでの
営みを認識したうえで、地域の林家たちの関わり方および林業に対する支援を検討していく必要が
あると結んでいる。 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
 古来より、芸術の対象でありながら、近現代には自然風景地や文化財として評価された場所は富
士山を筆頭にわが国に多くある。しかし、今後の管理に向けてどのような観点で何を評価すればい
いかは確立されているとはいいがたく、管理に向けた考え方の整理が求められている。本研究は、
前述の性格をもつ吉野を対象に、異なる政策における評価の差異とその背景を多角的に明らかにし
たものである。資産である巡礼路と森林は、日本では一貫してそれぞれ信仰と産業という異なる情
報とともに個別に捉えられてきた。しかし巡礼路と森林は、拡大造林によって空間として一体化し
てしまい、その結果世界遺産登録における国際的評価では巡礼路および森林によって形成された空
間が資産となり、信仰という情報がそれに関連づけられて評価されてしまっていた。本研究の分析
で用いた「資産」と「情報」に対する評価からみた今後の提言に関しては、他の評価主体について
もみる必要があるなど課題は残っているものの、日本における評価と国際的な評価の差異を具体的
に示し、その要因を明らかにしたことは高く評価できる。 
 
平成３０年３月１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
 -４
判定した。 
よって、著者は博士（世界遺産学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
